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せきじゅうじ ほうもんかんご 

10月５日、訪問中に震度５強の地震と津波が発生 
するという想定で訓練をしました。 

2024年にはBCP（事業継続計画）
の策定が義務化され       

災害訓練の実施も必要です 

①訪問中の発災にて、自身の状
況をメールで報告する 

②利用者さんと一緒に発災時の
行動について考えてみる 
③帰院後の動きを確認してみる 
以上を実際に行ってみました。 

訓練を振り返って・・・ 
・実際に災害が起こったら相当な混乱になることが予測された。 
発災時は優先度を考えて行動することが必要となってくる。 

・独居の利用者さんや身体的な都合で避難が難しいと考えられ
る利用者さんの場合、どうするのか平時から避難方法やご家族
の支援、近隣住民の支援など確認しておくことが必要。 
 

これからも発災時の行動について利用者さんやご家族と一緒に
考える機会を作っていきたいと思います。 

 １０月から訪問看護に配属になり
ました。自宅や地域で生活される皆
さんが安心して療養できるように、
お手伝いさせて頂きたいと思います。
よろしくお願いします。 
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